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Abstract： In addition to the time computed physically, we have the experiential time that is 
recognized by the subject. Dôgen, who was a sophisticated philosopher as well as a Zen monk in the 
Kamakura period, shows that time and existence cannot be separated from each other. On the other 
hand, Ecclesiastes (The Words of Koheleth), a book of The Old Testament, considers time as an event 
phenomenon which proceeds to the future dynamically, implying the existence of God. Although 
apparently differing about how to conceptualize time, those two, in fact, have a critical common point 
to share. 
 








   います。たずねられて説明しようと思うと、知らないのです。しかし、「私は知 
   っている」と、確信をもって言えることがあります。それは、「もし何ものも過 
   ぎさらないならば、過去の時はないであろう。何ものもやってこないならば、 
   未来の時はないであろう。何ものもないならば、現在の時はないであろう。」と 











   ａ．物理的時間：客観的に数量化され算定できる時間。 
     例．地球の運動（自転、公転）で測られる時間；分子の振動を基に測られ 
       る時間（ポワンカレの規約主義）；知覚・認知的処理の時間；距離に読 
       みかえられる時間。 
   ｂ．経験的時間：主体者により認識される時間。 
     例．存在者の存在を支える現象学的な、あるいは実存的な時間；出来事に 
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    「いはゆる有時（うじ）は、時（じ）すでにこれ有（う）なり、有はみな時な 
    り。」［ここで言う有時というのは、時（時間）がすでに有（存在）であり、有 
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    ず、飛去は時の能とのみ学すべからず。．．．．．要はとりていはば、尽界にあらゆ 
    る尽有（じんう）は、つらなりながら時時なり。有時なるによりて吾有時（ご 
    うじ）なり。［松も時である、竹も時である。時というのは飛び去るものとばか 
    り理解してはいけない。飛び去ることが時の得意とするところだと学んでもい 
    けない。．．．．．要するに、全世界のあらゆる存在は、連なりながらその時その時 
    なのである。存在と時間はひとつであるから、私と存在と時間はひとつである。］ 
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    たとひあるらめども、われすぎきたりて、いま玉殿朱桜（ぎょくでんしゅろう） 
    に処せり。山河とわれと、天と地となりとおもふ。しかあれども、道理この一 
    条のみにあらず。いはゆる、山をのぼり河をわたりし時にわれありき、われに 
    時あるべし。われすでにあり、時さるべからず。時もし去来の相にあらずば、 
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    上山の時は有時の而今（にこん）なり。時もし去来の相を保任（ほにん）せば、 
    われに有時の而今ある、これ有時なり。」［たとえば自分は河や山を過ぎてきた 
    というようなものである。今はその山も河もその場所にあるであろうが、私は 
    今は美しい御殿にいる。そして山や河や私とは、天と地ほどに隔たってしまっ 
    たと凡夫は思う。しかしながら真実の道理はそれだけではない。というのは、 
    山を上り河を渡ったときに私があった、その私に「時」というものがあるので 
    ある。私はすでにこうして存在している、その私から「時」は去ってゆくはず 
    はない。「時」がもし過ぎ去ってしまったり、やって来たりする相（ありよう） 
    でないとしたら、山に登ったとき、その時が「有時」（時間と存在がひとつであ 
    る）の「而今」（まさに今）である。したがって「時」がもし過ぎ去ってしまっ 
    たり、やって来たりする相を保っているとすれば、私に「有時」の「而今」が 






    歴といふ。．．．．．たとへば、春の経歴はかならず春を経歴するなり。経歴は春に 
    あらざれども、春の経歴なるがゆゑに、経歴いま春の成道（じょうだう）せり。」 
    ［経めぐるということは、たとえば春のようなものである。春は、さまざまな 
    光景を呈している。それを経めぐるというのである。．．．．．たとえば、春が経め 
    ぐるということは、かならず春を経めぐっているのである。経めぐることが春 
    ではないけれども、春が経めぐるのであるから、経めぐりがちょうどいま、春 






 （９）                                     春の光景 
                            E1  E2  E3 …..En          E:Event 
                            T1  T2  T3 …..Tn          T:Thing 
   
              
                                     Sn 
                                 tn                                                         
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     ａ．そのとき、神が「光よ、あれ。」と仰せられた。すると光ができた。 
       ．．．．．神はこの光とやみを区別された。神は、この光を昼と名づけ、こ 
       のやみを夜と名づけられた。こうして夕があり、朝があった。（９） 
                         ＜創世記 １・３，５＞ 
     ｂ．世界は時間において造られたのではなく、時間とともに造られた。（１０） 
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     殺すに時があり、医（いや）すに時がある。 
     壊すに時があり、建てるに時がある。 
     泣くに時があり、笑うに時がある。 
     歎くに時があり、踊るに時がある。 
     石を投げるに時があり、石を集めるに時がある。 
     抱くに時があり、抱くことから離れるに時がある。 
     探すに時があり、失うに時がある。 
     守るに時があり、棄てるに時がある。 
     裂くに時があり、縫うに時がある。 
     黙するに時があり、語るに時がある。 
     愛するに時があり、憎むに時がある。 







     続ける。人間には、時を掌握しそれを意のままにすることは断固として根本 






     ｂ．自然現象の反復性：「陽は昇り、陽は沈む。そして昇ったところへ喘ぎつ 
       つ帰って行く。」(1:5)；「南へ行き、北へめぐり、めぐり行くのは風、め 
       ぐりめぐって元に帰るのは風。」(1:6)；「すべての川は海に注ぐが、海は  
       満ちることがない。川が注ぐその所、そこへと川は帰って行く。」(1:7) 
     ｃ．人間の営みの反復性：「先にあったことはまたあるだろう。先に為された 
       ことはまた為されるだろう、陽の下に新しいものは何もない。」(1:9)； 
       「見よ、これを、それは新しいと、人が言えることがあろうか、すでに 
       それは昔からあったし、われらの前にあったことだ。」(1:10)；「在ること 
       はすでに前から在ったのだし、これから起こることもすでに在ったこ 
       と。」(3:15)（１５） 
 
 人間は今まであった出来事を違ったふうにしようとしてもできないし、これから起こ
認知科学研究                                                            室蘭認知科学研究会 









              Ei             Ei        Ei 
           
 
            Sx       Sy        Sz   
                 
        Moment         t-n              t0                tn  
            of 
         Creation                        
                                         G 
                 E:Event   S:Self   x, y, z:variable  G:God  i:identical index 
                 t:temporal point 
 
 創造の瞬間から永遠へと流れゆく時間の中で出来事が生じる。出来事は参与者を変え










     ａ．両者とも時間を状態として認識する。『正法眼蔵』では、出来事（コト的 
       な存在）、状態（モノ的な存在）を包括する「経歴」として状態化するの 
       に対し、『コヘレトの言葉』では、出来事（コト的な存在）を繰り返し起 
       こる反復性として状態化する。 
     ｂ．両者とも時間と存在を一つのものとして認識している。ただし、『正法眼 
       蔵』では、コト的な存在とモノ的な存在を同じレベルで捉えるが、『コヘ 
       レトの言葉』では、モノ的な存在はコト的な存在の中に含み入れられて 
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       いる。 
（１８）相違点： 
    ａ．『正法眼蔵』の状態把握は、継起する時間の「まさに今」という任意の時点 
      におけるものであるのに対し、『コヘレトの言葉』の状態把握は、継起する 
      時間の全体の眺望の中でのものである：ミクロ的状態認識ｖｓ．マクロ的 
      状態認識。 
    ｂ．認識する主体は、『正法眼蔵』ではあくまでも「われ（＝自己）」であるの 
      に対し、『コヘレトの言葉』では絶対者なる神である（「われ」は個々の出 













     『正法眼蔵』：  「われ」の一点におさまる世界 
              （極小の中にすべてがある） 
 
 
     『コヘレトの言葉』：「神」のまなざしにおさまる世界 
              （極大の中にすべてがある）   
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    註解刊行会．東京． 
（１５）：関根正雄訳． （１２）と同じ． 
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